
内
堀
福
島
県
知
事
が
来
町

町
の
施
策
に
つ
い
て
意
見
交
換

　
内
堀
雅
雄
県
知
事
と
髙
橋

宣
博
町
長
の
意
見
交
換
会
が

２
月
２
日
、
役
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策

や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
・

要
望
に
つ
い
て
、
意
見
を
交

換
す
る
と
と
も
に
、
県
民
一

丸
と
な
り
乗
り
越
え
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し

た
。
続
い
て
、
町
総
合
計
画

に
基
づ
く
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
や
献
上
桃
産
地

指
定
の
御
礼
、
伊
達
崎
橋
の

架
け
替
え
、
特
別
支
援
教
育

支
援
員
や
不
登
校
対
応
の
支

援
員
に
関
す
る
財
政
支
援
の

要
望
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

▶�

新
町
総
合
計
画
に
も
掲
げ
た
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
県
民
一
丸
と
な
っ
て
推
進

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感
染
拡
大

ワ
ク
チ
ン
3
回
目
接
種
開
始

　

令
和
3
年
（
4
月
か
ら

12
月
ま
で
）
の
ふ
る
さ
と

納
税
は
、
令
和
2
年
度
実

績
の
９
５
，
４
４
３
千
円

（
5
，
０
１
５
件
）
を
上

回
る
１
０
５
，
５
８
８
千

円
（
５
，
７
２
２
件
）
も

の
寄
附
を
い
た
だ
き
き
ま

し
た
。

　

町
で
は
、
い
た
だ
い
た

寄
附
金
を
寄
附
者
の
意
向

に
沿
っ
て
、
学
校
給
食
費

半
額
助
成
事
業
や
入
学
祝

い
制
服
事
業
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防
接
種

助
成
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
有
効
活
用
し

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
応
援
を
力

に
、
さ
ら
な
る
町
の
発
展

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
に
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
た
主
な

事
業
（
百
万
円
以
上
の
事

業
）
は
次
の
通
り
で
す
。

ふるさと納税、多くの寄附に感謝
寄附額が初めて1億円を突破

▶�

密
を
避
け
る
た
め
、
パ
ネ
ル
で
仕

切
ら
れ
た
個
室
で
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種
に
つ

い
て
、
町
は
2
月
4
日
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に

接
種
を
始
め
ま
し
た
。
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら
ぎ

園
」
を
は
じ
め
、
町
内
の
医

療
機
関
を
会
場
に
、
2
月
末

現
在
で
、
約
２
，
9
０
０
人

が
接
種
を
受
け
ま
し
た
。

　

接
種
を
終
え
た
人
は
「
同

居
す
る
家
族
の
た
め
に
も
、

感
染
す
る
リ
ス
ク
を
考
え
て

接
種
し
た
。
３
回
目
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
て
ひ
と
ま
ず

安
心
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

5
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
子

ど
も
を
対
象
に
し
た
接
種
に

つ
い
て
は
、
3
月
上
旬
か
ら

開
始
す
る
予
定
で
す
。

▶�
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
教
育
を
は
じ
め
、

町
政
各
般
に
わ
た
り
活
用
し
て
い
ま
す

歴
史
観
光
機
能
基
本
構
想

機
能
充
実
に
向
け
て
意
見
交
換

　
町
は
、
福
島
県
沖
地
震
に

よ
り
被
災
し
た
種
徳
美
術
館

機
能
の
復
旧
・
充
実
に
向
け

て
、
旧
伊
達
郡
役
所
周
辺
を

歴
史
文
化
エ
リ
ア
の
拠
点
と

す
る
「
歴
史
観
光
機
能
基
本

構
想
中
間
報
告
」
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。
文
化
財
や
商

工
業
、
都
市
計
画
、
町
民
代

表
な
ど
、
町
の
各
分
野
の
代

表
者
に
よ
る
意
見
交
換
会
が

２
月
８
日
、役
場
で
行
わ
れ
、

構
想
に
対
す
る
妥
当
性
や
必

要
性
に
つ
い
て
、
活
発
に
意

見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。
同

月
18
日
に
は
、
周
辺
町
内
会

長
へ
内
容
を
説
明
し
ま
し

た
。
今
後
も
歴
史
的
資
源
を

活
か
し
、
交
流
人
口
拡
大
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

▶�

施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
有
識
者

か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

再
エ
ネ
導
入
推
進
計
画
を
策
定

脱
炭
素
社
会
を
目
指
し
て

▶�

「
省
エ
ネ
に
対
す
る
意
識
改
革
が
重

要
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

　

町
で
は
、
地
域
特
性
に

合
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
の
方
向
性
を
示

す
「
桑
折
町
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
推
進
計
画
」
を

今
年
度
中
に
策
定
す
る
方
針

で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
第
５
回
目

の
有
識
者
会
議
が
２
月
24

日
、
役
場
で
開
か
れ
、
小
沢

喜
仁
委
員
長
（
福
島
大
学
特

任
教
授
）
を
中
心
に
、
導
入

推
進
計
画
書
案
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
民
間
活
力

の
導
入
の
必
要
性
や
企
業
と

の
情
報
の
共
有
化
な
ど
、
多

様
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
意
見
を
参
考

に
計
画
書
を
作
成
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
4
月
完
成
に

向
け
て
、
阿
武
隈
川
河
川

敷
で
整
備
し
て
い
る
多
目

的
広
場
の
愛
称
が
「
ピ
ー

チ
リ
バ
ー
ク
１
５
７
」
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
応
募
総
数
２
１
８
作
品

の
中
か
ら
、
広
場
の
状

況
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

「
ピ
ー
チ
（
桃
）」
と
「
リ

バ
ー
ク
（
川
・
リ
バ
ー

と
公
園
・
パ
ー
ク
を
組

み
合
わ
せ
た
造
語
）」
に

「
１
５
７
（
阿
武
隈
川
源

流
か
ら
広
場
ま
で
の
距

離
）」
を
組
み
合
わ
せ
た

愛
称
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

４
月
９
日
に
開
催
予
定

の
広
場
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
、
最
優
秀
賞

の
大
槻
彩
也
乃
さ
ん
、
優

秀
賞
の
曳
地
璃
梨
さ
ん
、

山
田
茉
絢
さ
ん
、
渡
部
夕

里
さ
ん
、
ア
イ
デ
ア
賞
の

蓬
田
周
大
郎
さ
ん
を
表
彰

し
ま
す
。

　

カ
ヌ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
な

ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
を
体
験

で
き
る
本
広
場
。
詳
し
い

内
容
は
、
広
報
4
月
号
で

紹
介
し
ま
す
。

阿武隈川河川敷の多目的広場
「ピーチリバーク157」に愛称決定

1_4月完成に向けて整備が進む多目的広場　2、3_
阿武隈川沿いでカヌーやキャンプを楽しめます

事業の種類 活用事業 充当額
教育 学校給食費半額助成事業 19,000千円
教育 学校ICT（電子黒板など配置）事業 12,250千円
教育 入学祝い制服事業 4,900千円

災害復旧 福島県沖地震災害廃棄物処理事業 2,139千円
保健衛生 インフルエンザなど予防接種助成事業 2,100千円
農業振興 市民農園運営事業 1,000千円

1

2 3
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幼
稚
園
児
・
小
中
学
生
に
制
服
贈
呈

ピ
カ
ピ
カ
の
制
服
に
笑
顔

　
町
は
、
令
和
4
年
度
新
入

園
児
お
よ
び
新
入
学
児
童
生

徒
へ
入
園
・
入
学
の
お
祝
い

と
し
て
、
町
内
の
幼
稚
園
と

小
中
学
校
の
制
服
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に

新
た
な
気
持
ち
で
幼
稚
園
や

学
校
の
生
活
を
送
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
と
、
入
学
時

に
お
け
る
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

2
月
17
日
に
は
、
醸
芳
幼

稚
園
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
園
児
ら
は
髙
橋
町
長

か
ら
制
服
を
受
け
取
る
と
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
学
校
で
も
頑
張
り
ま
す
」

と
笑
顔
で
答
え
ま
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
イ
コ
ン
パ
ネ
ル
作
製

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
も
っ
と
身
近
に

　

令
和
3
年
度
に
行
わ
れ

た
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
や
大

会
に
お
い
て
、
町
内
の
児

童
生
徒
が
優
秀
な
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
皆
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

▽
福
島
県
小
学
生
陸
上
競

技
交
流
大
会
女
子
コ
ン
バ

イ
ン
ド
Ｂ
・
優
勝
・
佐
藤

真
帆
（
醸
芳
小
6
年
）
▽

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー

ル
・
知
事
賞
・
八
巻
大

成
（
醸
芳
小
6
年
・
飼
育

栽
培
委
員
会
委
員
長
）
▽

福
島
県
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
・
準
特
選
・
岡
﨑

陽
莉
（
睦
合
小
5
年
）
▽

福
島
県
小
学
校
児
童
画

展
・
児
童
画
展
賞
、
福
島

県
た
な
ば
た
展
・
奨
励
賞
、

福
島
県
書
き
ぞ
め
展
・
書

き
ぞ
め
奨
励
賞
・
阿
部
琴

音
（
半
田
醸
芳
小
2
年
）

▽
「
家
族
の
健
康
」
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
・
福
島
県
議

会
議
長
賞
・
岡
﨑
悠
汰（
醸

芳
中
3
年
）
▽
中
学
生
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
・
都
道
府

県
別
賞
福
島
県
３
等
・
阿

部
ち
づ
る（
醸
芳
中
3
年
）

▽
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
・
福
島
県
佳
作
、
福
島

県
書
き
ぞ
め
展
・
書
き
ぞ

め
賞
・
佐
藤
詩
音
（
醸
芳

中
3
年
）
▽
福
島
県
書
き

ぞ
め
展
・
書
き
ぞ
め
奨
励

賞
・
佐
藤
心
美
（
醸
芳
中

1
年
）
▽
福
島
県
地
域
安

全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
・
佳

作
・
蓬
田
瑛
輝
（
醸
芳
中

2
年
）
▽
福
島
県
地
域
安

全
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
・
佳

作
・
角
舘
慧
悟
（
醸
芳
中

3
年
）

小・中学校各種コンクール・大会
受賞者の功績をたたえて

　

町
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
浸

透
啓
発
を
目
的
と
し
て
、
17

の
目
標
の
ア
イ
コ
ン
パ
ネ
ル

を
作
製
し
ま
し
た
。
今
後
各

種
事
業
で
展
示
す
る
な
ど
、

事
業
や
日
常
の
活
動
が
ど
の

目
標
に
関
係
す
る
の
か
「
見

え
る
化
」
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
3
月
26
日
に
は
、

全
町
を
挙
げ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

推
進
を
目
的
と
し
た
「
町
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
町
民
会
議
」
が

発
足
さ
れ
、
設
立
総
会
の
ほ

か
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
の
藤
原
カ
ズ
ヒ
ロ
さ

ん
ら
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

▲�花いっぱいコンクールの受賞報告のため、役場
を訪れた醸芳小の高野孝男校長と丹治恵美教諭

▶�

小
学
校
生
活
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ

て
、
制
服
を
受
け
取
る
代
表
園
児

▶�

役
場
で
も
積
極
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
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